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発刊にあたって

本書は 田線道路改良工事に惇い平成18年12号から平成19年 3J=jに

実擁した?擦の辻遺跡の発掘調査報告書です。

累の辻遺罫は r謹志{委人伝jに記される f

弥生時1~tにおけるクニの実体を解明できる

に指定された重要な遺跡ですG

の王都として特定されていますc

として，平成立年芝山岳特別史

今屈は遺跡北西関誌地部の不{産地区7 遺跡甫茜鰭丘陵部の;吉田大掠地遺勝吉1誕

の諒ノ久保A地区の 3地区を調査しました弓油田大原地芭はこれまでの調査授が少な

く，新たな発見が期待される地域ですc 原ノ久保A地底では平成 8

において弥生時代議期後半から終末期にかけての子 A 支冨jにおける有力集自の墓

域が薙認されていますとまた不後;地区で辻平成10年夏来の藷調査において，重要毛:遺

講や遺物の確認がなされています。

今屈の謂査でiえ以上のような過去の諦査成果をト号、に考慮、して調査を行Lミました。

に，謁査に捺して多くの方々にご協力議いたことに諜謝するとともに，

書が所究の一助になれば幸いです。

2008年 1丹318

長崎県教育委員会教育長 横 田修一郎
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I章 遺跡の立地する環境

地理的環境

i...又禽 千余 名付けて

と;ゴう。 を多くし，

同じように訟に乗りて寓jとに市議している…j食に不足し，

このように

と百い， とし￥い，一

」i
d喝

三二子許の家が有る G に沼地を宥!ハ 田

に記される壱岐辻対馬問棋大農と臼本を結ぶ飛び石のよう

島である。南北約17km，東子育約15胞のやや高北に長い本島のほか多くの

138. 人口は約 3YI 2千人を

Lミブ
屯)0 

崎県:こ寝するものの文化的，経法的に

島全体の地?訟は比較的平坦なj容岩台地で、

える c 本土と 爵 j〆十
ja

しかないため?行政区分としては

馬県とのつながり ミハV 

も諜高213mにすぎない。 こtcは

ミ」 る対馬とは対照的である。

一土地はIlJs突しく菜林多く，道路は禽鹿の径の如レー長田売をく…j

される

で i…居る と

人{云jでは... しても に不足し…j J-

会主

ている c 涼の辻遺跡はこの

伊;ま島内最長の播鉾JiI約8.8km; 東へ約1.5km進むとやがて内の規壊を誇る O ま

海湾に注ぎ込む。このi播鉾J11では露場整需に伴う j可岸整留が行われる近年まで高;轄の趨上がみられ，

という が残っていることから 太吉より水上交通として機ま より 2知上流には

していたことが語、設される c

火事季長箆

安全信義

。

一
Fig. 1 害蛙島のf立量密

，今自では も進み. となっ

し， り c2j_状の地(諜高18m を中心Jこ約lOOha

戸ミ

"" 

林!五二玉上主題張J
j立す j渇; ♂ 67.4 i 631.9 i 10.6 709.9 
一 一 一 一 -

j壱 竺L♂ 50 48主上一一J 立 138.8 : 

Tab軍 1 壱較・文言馬麗種比率表

~l 



2. a霊史的環境

壱!l皮における!日石器時代の遺物は名切遺路、，松崎遺跡，露出遺訪:など島内の数カ所で確認されてい

る。また原の辻遺跡からは昭和50年(1975)に台万三石器・ナイフ塑石器・結石器震結石核などが広範

にわたり出土した。特に台IDI~王寺;討会長火山灰 (AT) 降灰直後の石器組成の重要な器種として[原

の辻望台形石器jと呼称されることとなり，持期{土手j片尖頭器との共梓からナイフ%石器文化中期設

半におくことができる。また 3年には遺跡丘綾西部jの水田下180cmの からナウ

した動物化石マン象の自藷が出土している c ナウマン象と されていないが，

とそれを狩猟した入禁の遺物が同詩に出土した部辻

原の辻遺認はその慨に追加される可龍性もある G

などカfあるにすぎず，

に遺跡が現れる，いわゆる

などで壱岐岳西に集中し，しかも

三こと会主午前設としてあ;ずられる。

表面罪集ではあるが良好な石話やスクレーパーなど特設ある石器が確認されており，特に

i互角三角形状に整形して底辺にゆるい張状の刃部を作り出すスクレーパー辻「謙詩型スクレー

ノと呼ばれ，九州北西沿岸部のみならず朝鮮半為者岸の東三掃員議でも出土している v

。おける拐めて はフ昭和58年(1983)

らは"t惑から境患に造られた貯議穴30基が誌翠され.

ま言iからカシ 上記から;玄人頭大の藤や石JIIlが出土している c 民の多くが円形ノ詩

で，なかにはフラスコ状のものもある。 議本が見られる遺跡の立地状況から，貯議と夜汁抜きの兼

吊が考えられよう。襟や石盟は堅果類を竪穴に詰め，それに按材で蓋をした際の重しとしたのだろう。

も出土してお札;急務，狩猟・読物掠集活動を裏付ける多くの資料を誇ることとごとつ

ら1.1-る 3

ま

この種のもの

このよう，~ ~ 
丸一

いが，壱較産の黒曜石の能に佐賀県指万里市腰岳産の良資な黒曜石もみ

をもち脅石持末を誌入L

B丈土器との関連が指捕されている c

の土器が確認されてし、る。

立J=議穴などから‘これらの縄文持の遺誌が生活の糧を海にのみ求め

るのではなく?多様な生活を営んでいたことがうかがえる 3 また海上交流の活発さも物語っており，

対馬海峡を舞台;こした九州北部と軒鮮半島を結ぶ海上交流が.設の稿作伝播の経路となったことを想

起させる。

誌生時代の遺跡は，壱絞島内で約60カ所が思知されているが，なかでも遺跡の規模，出土品の質量

から突出するのが毘の辻遺跡である C この遺跡;立大正時代;こ発晃され，その後の河川己主惨工事や耕地

に{半って大量の土器や中国製鋼設などが，また東亜考古学会による学衛調査で辻貨泉が出土する

などして学箭的に重要な遺語、として認知されるようになった。今司まで、の調査で遺跡面積100出， 3 

の齢着き場などを有する大震模な集落であることが判明している c また

に記載さ J.- が一致する唯→の遺跡と特定され，平成12年には 史語、;こ指

定されている。

;土橋鉾の約 5凶酉箆の十j-誌にある関誌の扶し る。この遺跡から;土方搭震

一一 2 一一



矩鐘や賃泉， ト骨などの祭記に関わる遺物が出土している C この遺酪の憾に;ま後に!日式内社の壱岐ー

の宮と称される天手長男神社が鉢形山山頂に営まれるため，この地が太古ーから祭詑的な空間として機

詑していたことが昔、寵される c

カラカミ遺跡辻標高70mを題える丘捜部に位置する遺跡で，鉄製釣針ベコ鯨骨製アワどオコシなど識

に関わる詩致的な遺物が出土することから，農耕丈fとを如実に示す原の辻遺誌と;ま古くから対詑さ

れてきたっしかし藤本町教育委員会が実施した発揖調査(昭和57~60) で辻錦畿やト骨などが出土 L ，

また環譲を欝えている点などから涼の辻遺跡との関連も指捕されるようになった。朝鮮半島から揺載

された瓦質土器や滑石j昆入土器も確認されており，議を糧に生活したこの集落の性格がうかがえる。

車出遺跡，カラカミ遺罫再者とも遺跡の存続期間辻原の辻遺跨と趨勢を同とくしており興味深い。

あるいはこのいずれかが震の辻遺蕗とは投識を分かち合った，すなわち呪縛7・禁詑のためのみに営ま

れた集落で， r卑狗jが統べるj京の辻遺誌に対して[卑奴母離jが治める祭記的な空間であったかと

患われるが，これ辻想、{象の域を出ない。

禁言E的な遺誌として;え天ケ累セジョウ神遺跡をあげることができる。この遺跡は壱岐島の北端部

;こ控室L-，昭和36年(1961)，護岸工事の捺;こ 3本の中広鎮矛が出土している。おそらくは朝鮮半島

や大陸との境界を意識したもので，外的の畏攻を訪ぐ自的と，統海の安全を祈る目的で理約されたも

のと患われる。

現在確認されている壱較島内の古墳は265基にのぼるが，編年的に 4世紀までを還るものはないっ

現在毘知されている古境で辻大塚山吉壊が最も吉く， 5世紀設半頃に比定されているが，大部分が6

世紀から 7世紀に築造されたものである。形状辻丹署が主で，これら古墳のうち90余基が壱岐畠のほ

段中央誌に集中しているっこれ辻一地方の古墳群としては突出した翠摸と内容であり，しかも各古壊

の需には詞ヒ設計1設が建吊されたと患われるはどの類1M性が見られることは大きな蒋設といえる G

鬼の窟古墳は県下最大の円墳で，石室は玄室・中室・前室からなり 17mと長い。この古墳の酉に設

置する笹塚、主墳も石室は15mと長くヲその講造や構築方法は鬼の窟吉墳と閉じであり，その強い類鉱

される U 県下最大の前方後円墳である双六占壊もこの古壇群にある c全長91m，玄室・前室・

らなる石室は全長11mをばかり，島熟;地形を利用して張築した 2段築成である。謁査により石

室内から金製品・金銅製品・青鋸製品，鉄製品・ガラス玉や須恵器・土銀器・ 9:1間二彩潟器 (~ヒ斉)

などの遺物が確認されている c

古代，律令体制下では壱u誌は対馬同様に一国 として扱われ，壱i技ー石田の 2郡が震かれたc

i追って密宥が置かれ，やがて されるのだが，壱岐で辻新たに建設する かっ

たのか，壱i技亙の氏寺を菌分寺;こ転窮した旨が 5延喜式J(玄蕃寮)に書かれている。その記録には

f壱岐鶏i亘氏寺為島分寺。寵鑓五口iとあり，擢二十日が重かれた諸国の国分寺;こ比べて規模が小さ

く，そのため鵠分寺と呼ばれることになる G この鶏分寺の調査では平城様式の軒丸瓦と軒平瓦が少量

されている。三子域宮では第 I期(和鋸元年~養老五年)に使吊され，間延資料では大和大安寺な

出土しているc このことは壱Ul支蓋が穀廷から?笠木を下揺されたことを想、後させる O 壱較i主;ま宮域

シ を主主ったのだろうかつ

古代の遺替としては串LLJミルメ をあ庁ることができる。ここではト占に告患された海亀の苧

3 



，大量の鰭設が出土している 亀トは壱蚊島内の弥生持1-t遺跡では薙認されていないが， i、A逗..J比
I"FヨIr

ら引き離がれたト占の伝統が感じられる C また施設はここが認の加工場であったことを想橡させるc

なぜ壱較に多くの巨石吉墳が存在するのか， その理由は古代の操子から想録することができる。ま

ず壱i誌にはト占の伝統が弥生時代から受け継がれており，やがて律令時代にはト部として朝廷におけ

る重要な を担うに至ったことである c また壱i設は太古より を生j苫の糧としているため海上交易

に議通した海人族としての性格も併せ持っている G 6世紀におこうた朝廷と筑繋国磐井との戦いでは，

朝鮮半島西洋，新羅村近の斡議権を掌握していた磐弁勢力を摺古島造が範逐したと事記jの冨造

本記に記録されている。朝鮮半島と朝廷との持分をなしうる壱岐の勢力に対して朝廷から何らか丹患

賞があった辻ずで， おそらくはそれを背景に古壌造営が行われたと思われる c

国境の鳥としての過警告な境遇は吉代より壱岐に大きな橘根をもたらした。白村江の戦い (663)で

iま多くの壱岐の民が能発されて揮の藻罵と えたであろうし，寛仁三年(1019)の万摂の入定では壱

妓畠守護涼理忠をはじめ多くの住民が殺害または捕呂された。

謙倉時代には文永・弘安の没，すなわち蒙吉襲来 を受ける G 鎌倉武士屈の活擢や神主主など

が叙構詩的に語られる反語，多くの住民が殺毅された。

室町時代の壱較は「三島の罷露jの 1っとして知られる。三島とは壱蚊・対馬哩松詩(松浦は

はない)のことで， f委冠とは14世紀から回世紀にかけて朝詳半島や中国大睦沿岸で活動した海殻的集

認のことである C この背景には詣北軒並立から拾まる全国的な戦乱がある C もともと農業生産力が抵

い f三 ;主戦乱の彰響で生活物資を海外との交易{私費易こ求めねばならなくなり， しばし'f略

を行うようになるのである。議合惑を じて壱較対馬の守護職であった少或氏に代わり， この

頃壱岐は松;車党五兵(;吉、佐・佐志・呼子・鴇打・塩津習こよって分割統治されたと f苦手東諸昌紀j

(1471)にある G この中に「堆多只{湯岳)鵠，志佐1-t官;霊式，之を 〈っかさど)る c 文子年(1468)， 

図書f李朝が授給した室長]印jを受け最遺一歩 二斡を約す。 に一蚊守護代官真弓兵部少轄源武と詐すj

とあり，志佐氏が真弓氏を代官として活発な交易を畏毘していたことがうかがえ， この交易は三諒の

言L(1510)まで続けられたとされる G 京の辻遺跡の茜約 1kmに位寵する親域は真弓氏の岩竣と思われ，

発揮議査では14世紀境 どが出土している。その設文明四年(1472) に控

訴 j二松誌の岸岳域主である波多氏が壱岐に浸攻する。その際，松諸党五氏の代官衆が者支竣で龍域・梓

寂したといわれるが.先述の通り設多弐による壱~支領有後も J去;佐氏による朝鮮貿易 れて

いることから，壱誌の主導権移行辻より護雑であったことが想記される cその或多氏も内紛から日

松;吾氏に留され，平戸を本拠とする松浦氏による壱!li対話会が開始さ る。

桧誇氏による壱較統治が爵拾された項，長く ミた戦国時代も を迎える。九ナH笹茂の際，

秀吉のもとへ参障した松i吾氏は領地を安堵されるc 文禄元年 (592)からはじまる戟鮮出兵(丈譲 e

霊長の役) 松j書誌は第一軍の小茜宥長費三下;こ編成され，

前年には秀吉の命を 可戸、 →ヌレ

乞 している。

している。またその

の中仁子々に を持上が

ワjとあるように，突貫工事で築域したものと患われる。現在は勝本誌に向かつて関かれた外

新苦手虎口や， その揚手となる売口な されている。
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E章調査に至る経緯

仁原の辻達識における罷査経緯
原の辻遺跡辻大正年間に

松本友雄によって発見され

た。その後の詩的工事や耕

地整理の擦に大量の土器や

rp 製鐘などが確認され，

遺誌の重要性が認識される

ようになった。昭和26~36

年(1951~ 1961)には京都・

九時大学を中心とする東亜

考古学会によって学構調査

が行われた。拐の本格的な

発揺が行われたこの謂査で

泣各種鉄製品や賃泉，ある

いは韓半語系や業譲系土器

が出土したことから大窪と

の関連が強い遺誌として学

界で注目を集めたc 反語，

地元における遺跡への関心

は低く，やがて遠藤の泣量

する丘援i笥辺で、は;摺地から

水田への転換が進められた

結呆，遺跡はかなりの損壊

を受けた。昭和49年(1974)

に;土石田大京地底において，

水毘?と改良工事にともなう

発掘調査によって墓域が確
Fiら 3 調査地区位聾麗(1 /12，∞0) 

されたG この墓域は弥生侍代詩埼玉友から中期を中心とする籍式石棺墓および斐棺墓から講戎されて

おり，亙密講を伴う本格的な墓域として注註された。この謂査を受けて詔和50~~52年震(l975~1977) 

に範癌確認調査が実諾され，遺誌の範留が舌;!支台地の甫程ljまで広がることカ古事室認された。平成に入る

と騒鉾I!l涜域経:合整糧事業にともない，舌;沃台地題i互の設地認を中心Lこ広範習を発掘譲査が行われたむ

これにより涼の辻遺蕗が台諮問j互の抵地部に幾重にも環譲を巡らすp 遺勤:規撲約lOOhavこもおよぶ大

規模翠譲集落であることが判明した。平成 7年(1995)以降辻集落構造の把握を呂的とした範密薙認

議査が実議された。これまでの欝査により環議の外関に墓域が確認され，

数の竪穴住屠跡とともに丘震の最高地から揺立柱建物を中心とする

地部の調資も継続して行われ，複雑に巡る環j衰の様相が明らかになるとともに，

された環譲題の繋がりについて検討可詑ごと基礎資料を得ることとなっ

において辻多

された。また

また!日芦辺町教育委員会によって平成立年 (1999)からヲまた!日石田軒教育委員会によって平成13

(2001)から遺跡整嶺にともをう発揺課査が行われている o i日芦辺軒は丘護者sを中心に謂査を行い，

- 6  



を確認するとともに権(秤の錘)や青鋸製ヤリガンナ，中広錦矛や議型などの重要な

物を薙認している。また出石田町辻大・大111地区の墓域を中心に謁査を行い，斐桔墓22基，多紐縮

丈鏡や細形まi殺5などを確認している O このj室長事整婦にともなう発掘謂査辻壱岐4軒{地に揖;ノ ;f長野と

の合{芽{平成161"ド3号〉により誕生した壱蚊市教育委員会に引き継がれている C

2震本事業覇査(J)軽緯

をi苓北に走るが，鰻員が扶く朽{とも進んでいるため，三文

具工事;こ向けての協議が平成5年度から行われたc 改良工事に当たっては援存の県道そ拡揺

する案も検討されたが，丘F支部では重要な遺講が出土する可龍牲もあり，また将来的に遺静整需を行

うi緊の支障となる恐れがあることから，丘陵高鰯抵地部に新たに坂り付けることとなった。

その時，遺跡の発提言言査では船着き場誌などの重要遺構が次々に発見され，平或9年(1997)には

i主史誌となり，その 3年後の平成12年 (2000) には異拐の早さで冨特史誌に揺定されるに至った。

う調査は平成14年震 (2002) こ着手L，2，400rずの謁査が行われたっ当初3，

していないため謂査できないiぎ域が約600ぱ存在している O この区

を行うことで壱蛙地方誌建設部建設課道路珪と合意している c この

H14日塁道調査〔彊罷.;1、三五2004)で{ま遺罫茜鵠{丘地部が調査さすL，環譲 1条・海道2条.i葺1条など

されている。続く E目黒道調査〔幹部05J においても i可じく遺跡茜部抵地部3，100m'の調査が

実施され， {可道3条， ?茸~犬遺講 9 条，護岸遺講 1 基，樹皮敷遺構 I 基，祭寵土坑 1 基，水田遺構(畦

集石遺構 l基， /J、児翠棺慕 I基などが諜:認されているυH16!早道調査〔持2006)で辻顎ノ

I条，住居致、 1基.不明遺講 1基，理室遣講 1基，ピット詳など

されている乙日17i芸道議査〔幹部06)では安昌寺A議長の調査を行い，持道路;1条など

してしミるつ

16 ! H17系這 I妥地方遊1手五百民主義道路改良(弘、手J;.う発扶奪三を殺会会J¥

Tab，3 謹査rg.報告書対ti5表

Fウ- { 

Fig昼 4 不係地rg遺構重吉量密(1 /2，000) 
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亡コ
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む3
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Cコ

寸二ミ
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一下之
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さ

X84280 
事立会である。この際に前窓

しとするを

不録地区全体菌(1 /400) Fig.6 
開ため調査を行った。

は平成19年 1月30日からi言j年

2月5自の 5日間を要した。調査面積は側溝埋設予定地のうち92rぜで、ある。

H12国語講査〔安楽2001JH12特定謡査〔杉原2001)タ〔杉原1999J，この不接地区で辻H

土設な5条，河川跡 1条，8条，これら手わたる発揺議査が行われている。な

いる。気」

(S (S D 1・SD2・SD4 ，土誌を 2を3を2条 (SD3. SD5ん

これら遺講と過去の諦査で確認された遺構のつなピットを12基それぞれ確認した。X1・SX 2)， 

れる。それJ)、タもの遺構につy 
m おける 4

りを想定できなかったc

SD3と日ると，ヵτV)を

いて

基本震序I2i 

で黄2層のfu識は掲灰色(12YR6/1)は造成土である Ol 不陵地医の基本層号泣 4層からなる。

である o 4震の色謡は培褐色(10，砂を混入する

であるc

の色調

L地UJ)

る。 3

YR3/4)で，いわゆる

福f立の鉄分を

遺構と遺物(3) 

その後に遺講の検討を若干行っている Oの三克明をf子い，遺講は検出規模および、充填土(堆覆状況)

1 j rv遺物 1(福田 s

τab.9を参認されたい。の詳騒な観察は Tab.5 ~ 6およ

についてはその特畿を説明い持期将髭については

中尾2005)

キヰ由

①譲

SD3 

からなる。 と麗 (SD 3(かは3るつをじさ0.7mを灘るつ!t詰2.4m，

の色調は揚灰色(lOYR中層 (SD 3 は担灰色 (10YR5/1)でマンガンが多く砂賓;こ富

;ま褐灰急(10

南西北東の

じっ(S D 3 

と繋がる

5il)で粗い粘土震である c 層{立の下部に長化物が堆積する C

である。 耳目特定調査〔杉原1999)における 4

-9-
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軸をとる O この豆10特定4号濠の出こと遺物には弥生時代後期から吉墳時代初頭の資料が多いが，今回

した SD3の出土遺物に弥生時代徒需の資料は確認されなかった。

次に SD3の出土遺物を説明する c 1 ~ 4は棄の口縁設庁である。 1~ 3は口縁部の鎖揺が「鎚先j

形となり，口縁部下に 1条の突苦を捷している。口縁部内関のつまみ出しが明瞭となっている。 41主

新面が「く jの字形になり，内在互には器壁のケズリ症がわずかに残るつ 5!ま斐の底部である c 新語は

平患を呈するc 内面にスス喪のような福邑の付着物が認められる O 十~ 3'土生時代I判明V期(領玖

E式新段階)， 4は古壇亙窮に栢当する C

805 

露1.5m，深さ5.5mをiUUる。酷揺は逆台形を呈する。遺構充譲二1-は 6層に縮分されるが，大まかに

は3段階の堆積と思われる c 上麗 (SD 5 号)の色調は掲色(lUYR41引である。 中層 (SD 5 

の色調はにぶい賓整色(IOYR6/4)で，震位の F部:二東北物が堆積する。下j議 SD5

の邑議は掲夜色(lOYR4/1)で 層f立の中関に炭化物が堆讃する。

次;こ SD5の出土遺物を説明する o 6 7はき襲の口縁部である C 日縁部の新面は 6が Jコjの字形

で， 7 iま「鍛先j形を呈する c 7'土日韓部下に l条の突帯を撞し，口縁内髄のつまみ出 Lも明較であ

る。 8は短芸員;査か。 9，土広口査で，口縁内閣につまみ出しが付くっ 10は素口縁の広口査であるむ 11は

斐の患部である。 12は口縁部にえい結土管を口縁に貼 f)fすけた無文土器(朝鮮半島系土器}の斐であ

る。 13は鼓石で，全冨に議き疫が残る Q 6は弥生時代中期盟32j(項玖 I式新設賠)， 7はヰ1爵V期 i

玖E式新段賠)， 8 ~101ま qー1期N~V期{須玖豆式)に相当すると思われる。

4f溝扶遺構

801 

j福O.5m，深さO.15mを溺る。断揺はじ字を呈する。遺講充填土;土 l層で，色調辻灰色 (N4/)で

あるc 出土する遺鵠は少なく，全体に撃滅を受けたものが多いc 耕土〈表土屠)の直下から検出さ

れ，遺講充填土に含まれる遺物も壁減したものが多いことなどから，弥生時氏。の遺構ではないと忠わ

れる c 弥生時代立外の遺物が含まれていないため時期判断が顕難だが，おそらく古代から中世にかけ

ての吊排水路と思われるc

次に SDlの

素口縁広口蓋の

を説明する。 14辻翠の口縁部で， l二]設内関のつまみi唱しが明較である 15は

る。タト面に丹塗りが撞される o 16は袋状口議翠の口議部であるコ袋状のcl

には護線、が明欝に罷察される。口縁}二屈には f十字jの隷五Ijが擁されている c

802 

輯 1m. i~震さ 0.2出を i揺る。 はじ字を呈する。

る。遺物を多く含むが，摩滅したものが多い。 SDl

物を多く含むことなどから，弥生持代以降の遺講と患われるc
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次に SD2 の出土遺物を説明する。 17~.21 は斐の口縁部である。 17は口縁部の断面が fコ j の字形

を呈 L，1コ縁先端ーが土を向く。口縁部下に 1条の突寺子を施す。 18は口縁部の額面が「コjの字形で先

にのびる。口縁部下に l条の突苦を施すo 19~21 は口縁部の断面が f競売J Jsとなり，口縁

音ß下;こ l 条の突帯を撞す。 22~23は鉢と思われる c 仁i隷音ISの f鵡先j形となり，口縁部下に突

は議されないc ともに内面に丹塗りの誌が残る O おそらく外語にも丹が擁されていたのだろうが.

摩滅により指滅したと思われる。 24は高坪の口議部である c 口縁部の断面が「錨先J1ちになり，口縁

部先端が下に垂れる c 内外i面とも りの揚:が残る。 25は袋状口縁査の口縁部から頚部である。 LJ

;こ 1M字j 突帯が持される。頚告l~には畿重かの九f字j 突帯が諾されていたと患われるが，大

損の為不明である。外語に丹塗りの蕗が残る c 26は棄の江縁部であるつ断面が[く jの字形となり，

思惑苦{5の内鱒はつまみ出しがなされる G 27は斐の口縁部である c 額面が「く jの字となり，口縁部

先端をつまみ上げている。 28は!J縁部の断面が[く jの字形となる鉢である o 29は蚕の底部である。

まが大きく囲み，底の裾部がやや広がる。 30は査の底部である O 平長で外認にH塗りの跡が残る。 31

辻翠棺と思われる大型斐の口縁部である c 口唇誌の先端が面取りされ，ペコペコ田富となるσ 口縁部内鵠

のつまみ出しが大きく迫り出す。

SD4 

蕗 2m，菜さ0.5r廷を溺るc 充填土辻 1J麿 (SD 4 )で，色謂Jま褐立(luYR6/1)，鉄分や砂

震を多く 濯とし しているが，落ち込みである も高いc

次に SD4 の出土遺物を説明する。 32~35辻警の

刃五斧である G 摩滅が激しく，訴]窪痕は観察できない。

額面が 形を呈するc

こを土境

S X 1 

5m，深さO‘ZEIIを謝る C 充填土は 2屠からなり， 1震 (SX 1 の生謂;土明謁主 5YR5/

訟である c 2層 (SX 1号審)の色調:主語搭邑 (7.5YR3/4)で，炭化物を提入するc 遺講の性格は

-14-
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き[$分的な落ち込みと思われる O

次に SX1の出土遺物を説明する o 37~39は棄の口縁部である o 37~38(土口縁部の新宮が「コj の

字形である。 39は口縁部の新語が[議先j 形である。 40~41 ¥主斐のま誌で，ともにiまが大きく由み，

iまの裾が広がる c

SX2 

It重4.5m. 奈さO.4mを灘る C 充填土辻 2暑からなり 1層 (SX 2吾)の色調辻褐色 (7.5YR4/3)

である。砂粒や炭北物?明鵠色土設などを会む(' 2麗 (SX 2 の色調は!天童褐色 (10YR5/2)で，

砂粒を多く含む。遺構の掘り方が明瞭であり，宋面がはほ平坦であること，また頁岩鼓片を多く含む

ことなどから住岩詩とも患われるが確誌はつかめていない。弥生時代前期末から中期初頭の土器と蕪

頁岩片がf共伴する。

次に SX2 の出土遺物を説明する 42~50は霊である O 口縁部の断認が「如意j 芳三で，援やかに口

縁誌が外反する 42は口縁部下に 1条の沈隷を施す。 43は口容部下端に刻目と，口諒部下に I条の沈

線を誌す。 44は口縁部下に 1条の沈毅を詰す。 45は口容部下識に誕百と，口議部下に 1条の菊呂突菅

を揖すo 46は口縁部下iこ1条のj土議を施す。 47は口接部下に之条の沈r捜を施す。 48は口唇部下端に実4

5を施すo 49は口唇部下諸に実iJ自と，口縁部下に 1 条の超自突菅を誌す。 50~51 iま口唇部下端に灘呂

を誌す。 52~53は斐の口縁部である。ともに日縁誌の断留が「三角j 形となる。 52(土口縁部下に l 条

の刻呂突苦を施す。 53は口唇部下端に誕昌と，口縁部下に 1 条の刻忌突苦を施す。 54~571ま壷である。

54は素口縁の広口牽である c 55は密部から口縁部にかけて大きく外反しをがら湾曲し，断面が rSJ

となる。口露部下に 2 条の沈援を施す。 56~57は日縁部に粘土を貼り J討けた広口査である c 57は

;二五iJ ä が諾されるな 58~59は斐の底部である。 58は底部の断面が大きく[逆[l.I]J 字1f~とな

り，上げ底状になる。底裾部も広がる。 59は底部の断面が平らである。 60は土製錘と思われる。新富

はおおよそ球'体をなし，手の平で、翠ねたような形状を見せ，通し孔が空けられている G 61 ~62は口縁

部に磁器が丸い粘土苦を貼り{すけた無文土器(朝鮮半島系土器jの歪である'"62!まえ結土が欠損して

L 、るがラ;筏丈土器のiヨ縁部である c 42~51 ， 54!幻生生時代蔀期 I~II 罵(設付豆 b 式段階) 52~53 ， 

55~58は中期 I 顛(域之越式段階)に担当すると思われる。

同総括

について， S D 3がH10特定認査における 4 とつながることは，間違講の位量関係から確定

されると思われるつ 」方， S D 5について辻今設の謂査でさらに検討する必要があると患われる。ま

たSX2において，弥生時代前期末から中期初頭の弥生土器と，新E百九形粘土替を員きり付けた蕪丈土

{本石里式}を辛苦資料としてえることができた。この不接地豆(車協，000ば〉辻患の辻遺跡の中

マミ本、、J る浩氏で，その数は100数点に及ぶっこの審

半島系詫来人の存在を示唆していると思われる。

-16-
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2盤池田大原地区

(1) 欝査概要

能活大原地lK'ま果道工事に{半う発掘調査である O 調査期間は平成18年12月11日から平成19年3丹20

5の518需を要した。議査面詰;まi早道敷設予定地のうち1，545rrずである。

この池田大原地区で辻耳 9国補調査〔宮崎1999)が行われている O この讃査では I区より

再三されている会主そ は呂ぷつ 誌なされていない。こ には，

近年の水田造成による土地改変が影響しているのかもしれないc

今冨の調査では譲を 2条リ号譲・ 2号譲入不明遺講を 1基，ぜヅトを294基確認した。

同基本震車

池田大!京地毘の基本層序辻 5層からなる o 1層は水田耕作土で色謁は灰護福色(IOYR4/2)である C

2~3 璽辻本田造成時の客土(造成土)で，切り出した土を運んで来たように多種の土がまだら;誌に

握在する 4層{ま鍾頭堀当時(水田造或以詰)の耕作土と患われ， E調i主主題色i10YR31l)である C

5層はいわゆる地UJ麗(基盤磐)であるc 調査区中央に樹習があるため色講および土賓が途中で異な

る。 5a I喜は玄武岩の患fとしたような土質で，多携な邑;需がj晃在する。主な色調は褐色 (IOYR41引

である。 5b層辻ょくしまった粘土資の土で，色謂はにぶい黄褐色(lOYR5/4)である O 検出した遺

構辻，すべて 5屠に握り込まれている C

遺構と遺物

よび¥充填土(堆積状況)の説明を行っている c 遺構の検討については(はま括を参

黒されたいc また遺物についてはその特設の説明を行っている合時期暫訴について辻

集編 1 iV遺物J(撞毘・中尾2005Jを参照したっ の詳縮な観察iまTab.6 ~Tab. 9を参摂され

たい。

1号譲

おおよそ車直軸に長さ約必m，幅約 1mをる。南東舘ほど遺壌が深くなることから.北西鱒は本

国造成などで郡平されている可詑1主が高い。新語はじ字を呈する。遺構充填土は 2層からなる o 罵

(I号譲号麗〉の色調;ま累掲色(lOYR2/訟で?遺構の上掃に薄く堆種する。下層 1ウ十議出展)の

色調は椙色(lOYR4/引で，均質な土である。 i土検出した 1号譲の全範屈で確認され，かつ摩く

づん
1---0 

しているのに討し， されない所もあり，また薄い堆請で対票}めであるc 出土する

および¥ の土器地点に多く佐量していた。そのため出土遺物は上層と下患に分け し

次;こ Iザ濠上JEjの出土遺物を説明する o 63~69辻棄である。 63は口器部の新開が!コj の字7ちとな

り，口寄部先端iJ宮口縁の屈曲部よりも高く位宣し，仁]縁震がi有鱒に領斜する。 64も開設であるがi二1縁

部下に l条の突帯を捷すっ 65は口接部の猷揺が{コjの字形となり，む f唇部が7J二て子に持びる c 66~68 

は日韓きjjの街頭が 形となり. 岳部内舗のつまみ出しも明瞭となっているじ

17 
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l条の突帯、を誌す。 69は口縁部の吉正面が fくJの字形となり，ロ縁部の先端をつまみ上げる，いわゆ

る[致ね !:-3ftコ縁j で，時期辻弥生時代中期中葉から投棄であろうか。 70~刀法査である。 70辻短翠

査の口縁部である O 日縁言!Sの断頭が[鍾j先j影となる O 鉱物のi混入が少ない臭震な給土を吊いて境或

されているつ内外言語ともに寧減しているが，丹塗轄製土器で、あった可能性が高いo 71も

の口縁部で，口縁屈曲部の内舗につまみ出しがなされる072は広口壷の口綾部である G 口害者!5が下方

へ誇畠するように(口唇部の上面が出みながら〉伸びるc ロ春吉15先端も意図的に蛮取りがなされてい

る。 73は蓋の長部で，底が大きく回み，底の護部がやや広がるつ 74は牽の底部である O 鉱物の握入が

少ない良賞な酷ゴ二を患いて嬢或されている。内外語ともに慶減が激しいが，装:tた[]縁査な

製土器であった可能性が高い。 63~65は弥生時代中期E期{須:eu 式新段階)， 66~68'土中期N期{須

玖豆式古段措)に梧当すると患われる O

五支いて 1 層の丘\土遺物を説明する。 75~108は翠である。 75~76辻口霧器の艶冨が「三角j

形となる c 76は口隷部下に 1 条の突苦を施す。 77~80は口縁誌の断言語φが[コj の字形となり，口容部

先議が口縁富盛部ょ!)も高く，口謀部が内1l1Uに鰭訴する。 79は内冨に丹塗りが擁される c 79と80は鉱

物の混入が少をい良震な蛤上で:境成されている。 関誌明寧な丹塗りの寵宮、はないが，口容器上語が事

褐色を帯びている。 81~86は口縁部の露頭が!コj の字形となり 口唇誌が水平にf$びる o 81と82は

摩滅のためか器壁が薄くなっている。 87~100は口縁部の i断面がおおよそ[議先j 形で， [JJ吾首3先端

と仁1禄思惑部が;まiま水平となり，ロ縁毘曲部の内関につまみ出しがなされる。 87と88はともにほぼ完

:i0に近い状態で出土Lており，ロ縁部下に 1条の突帯を施す。 89は口縁部から叡部上半にかけて丁寧

なヨコナデが持され，続部にはタテハケメによる される。 90は口縁部下に 1条の突苦を施す。

口隷部から突帯にかけてヨコナデによる される 91は口縁部上富に 3条の線刻が掘り込まれ

ている。緩誕の深さはO.5m立1はどで， !まほ平行 iこ並ぶ。諒勃の~呈入が少ない良震な話土を用いて寵成

されている。 92は口隷蔀ヒ面が誌く平坦で，口縁思出部内側のつまみ出しが明瞭となっている o 93は

鉱物の進入が少ない皇室な絵土で壌戒されている。 94は口唇蔀が先掘り 口隷屈曲部内部をつまみ出

す際の詣郵が認められる。 95は口縁部から踊部にかけて丁寧なヨコナデが擁され，口縁屈菌部内観の

つまみ出しが明瞭である。 96は日縁部下に l条の突苦が施され，頭部iこ辻タテハケメによる

される。突帯i主題雑に匙りfすけられている 9 表頭;こは:謀疫が認められるつ 97は口縁語畠都内鰭の内面

をつまみH:Iすi警の指誌が認められる。 98は口縁部上言語が丸みを帯び、る c 鉱物の混入が少ない良震な飴

土で境或されているため，明赤色に近い発色を見せる。 99は口縁部上面に回みが見られるため， 98と

は口縁誌の形状が異なり， 2iiJ 1慰体と患われるが，用いられた捨土や器の規格はおそらく同じであろう 0

98と99は女子の器であると患われる o 100は口縁部下;こ]条の突替を施す。 101~ 104辻口縁部の

がおおよそ「鋤先j形で，口唇部が垂れ下がり，ロ綜;窟曲部の内側につまみ出しがなされる。 101は

口容認全体が丸みを帯びる。鉱物の混入が少ない皇室な絵土で、競或される。 102は口縁部下に 1条の

突帯をめぐらせ，口容部先端が図面を施すc 表面ーには丹塗りを蕗している o 103は口縁部下に 1条の

j土器がめぐるように晃えるが，全体的にF翠減が著しいため判黙としない。口縁語蔀部内鵠のつまみ出

し;まあまり明較でない。 104は口縁部下に 1条の突帯を撞すc 全体的に牽j戒が著 Lく，調整などは観

きないが，表面に;まわずかに丹塗りの痕誌が蔑る o 105~108は口縁部の額面が「く j の字五とな

19 
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Fig.18 池田大原地区 1号譲上麗出土遺物園(1 /4) 

る。 105は口唇部が外湾するように広がり，口唇部先立高がえみを帯びる。 岳部内鱒の稜線はま

だ明瞭でない。 106は口容器が口縁題曲部から真っ室ぐに立ち仁がり，日唇部先端が面取りされる額

向が見られる o 107は口唇部が口議題曲部からややpg湾するように立ち上がり，口唇部先端の面取り

も明瞭となる。 108辻口唇部が口縁毘曲部からやや内湾するように立ち上がり，口唇部先端上面をつ

まみ上げるように或形している O 稲部の器警が薄くなる関向にある。全体的に輩、減しているが，表部

に謀長がit著している。 109~115\ま肇の底部である c 109辻底が出み，衰の裾音Eがやや広がる G

の鉱物を審に含み，良好な焼或である。 110~115'ま平安である o 1101主主主部是正面が九日字形となり，

やや!享めの震であるむ 114泣裏面に:謀痕が認められる Q 115は全体的に摩滅が著しいものの表悪に丹塗

りの痕E容が認められる。 116~121 は査である。1l6~117は袋状口縁査である。 116は口縁部下，およ

び頭部から瞬部にかけて 3条の fMj字突帯がめぐらされ?突替の需に辻ヘラミガキによる培丈が擁

される G 表冨に辻丹塗りの痕蕗が誌められ，鉱物の這入が少なLミ良震の詰土を患いて;境或されている 0

117は116とよとべて袋状の口霧器がややJ1::がり，頚部のしまりも緩やかで全i本的にずんぐ与とした印象

を受ける。表iinには丹塗りの痕君、が認められる。 118は短頚壷である G 口縁部の断語が「議先j形で，

R唇部がやや垂れる c 表語には丹塗りの護跡が認められる o 119~121 は広口査である 119は

の断語が「勤先j7告で口唇部会吉本平に伸び，口唇部先議;まえみを帯びる。口縁;部内関のつまみ出しが

明療である o 1201ま口露部の額面が f言語先j形で，口唇諒が先揺りながら伸びる。口縁部内のつま

み出しも明緊である。 121は口議誌の断面が「畿先j形で，口綾部上富が由記状となりつつ

持び、る。口縁部内関のつまみ出しも明瞭である。金雲母が多く;豆入する。 122~124は鉢である。 122

は素口縁の鉢で，裏面に丹塗りの疫誌が認められる c 表面の霊堂誠はそれ誌どでもないため，意思的に

内面だ汁丹塗りを施したと患われる。 123は口議部の断面が「鏡先j形となる。口唇誌は先錦りなが

ら伸び¥口縁部向調のつまみ出しは少ない。表面および裏露とも丹金りの喪跡、が認められるが，

~22~ 
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の摩j域が著しい。 124'ま口縁部が欠損しているが，おそらくは[錨先j形に去るものと患われる。 122

内面にのみ丹塗りの接接が認められる。 125法議石である、ちょうど手の平iこ収まる大きさで?

長斡の両面に誌疫が認められる。 126は石鎌である c 刃部は内湾 L，南蛮とも鋭利に辞ぎiちされてい

る。:五}吉[Sの背面と基誌の1l!1J語{石:鎌の根本)は鈍角に交わる。 75~76は弥生時代中部 I 需(域之越段

F苦)ヲ 77~80は中部 E期(須Jj，I式古段階)， 81~86は中期亜期(奈玖 E 式新段)， 87~100[土中期古

期 f癌玖豆式古設措)， 101 ~ 104l土中期V期(須玖E式新段階)に桔当すると思われる c

ヨU2号;豪

おおよそ東西轄に長さ10m，幅約 1mを割る C 謂査区北舗の鎮錦で検出しており，

うように湾曲する C 断面;まじ字を呈する℃遺講充填土は i層 (2 豪 吾jからなるc 色翼

(lOYR4斗〉で 1号濠の下警に近保するが，嵐fと擦などの混入物があり均震ではない。遺物は 1

み出二とした。

次に 2号j衰の出土遺物を説明する。 127は翠の底部で，平;まである。

舎不明遺構

東西轄に約 6m，南北斡;こ約 4mを滞る。調査区北舗の開斜地， 2号譲の寄舗で験出した。おおよ

そ樟丹形iこ平面の形状を呈するc 検出当初試住居誌である可詮性を考憲して謂査を行ったが，柱穴跨

が明確にないことや，床面に踏み締められた跡がないことなどから，不明遺構として報告したc

11言 J不明遺帯主題)からなる。邑識は黒揚色(lOYR2/2)で 1号譲の下層に近似するc

次に不明遺講の出土遺物を説明するむ 128~146は斐の口隷部であるむ 128~130は仁]隷部の是正面会汗三

角j形となる。 131~ 133辻仁i報部の断揺が[コj の字彰となり，口唇認が水平に伸び、る。 134~145は

口議部の結語が 7錨先j 形となり，口縁桟患部内部のつまみ出しも明瞭となる。 134~139および143

は口縁部下に 1条の突苦を議す。 146は口諒部の断揺が fくjの字となり，タト湾しつつ立ち上がる 3

も薄い{}147~148は査である o 147辻長頚で素仁i縁の頚音[)である c 148lまえまの長頚査である。 147

と148は吉墳E需に担当すると思われる c 149~ 150は斐の底部で，ともに王子底となるつ 151

-r念、，

をピット群

る。

調査立東髄の額訴で検出する額向がある。そのため，ピット群の検出されなL

本国造或などで遺講j支出揺が副司王されている可詑性がい。ピット

は黒掲色の土で?残るは褐邑の士であるぞこれらは 1

そのためピット群を充填土色調で王子類し，その位置関揺から

た;ま誌列などの遺構を想定することはできなかった。

また遺物は数基のピットから出土したが，

る材料と;まならなかった。

を激しく

一一27一一

る。 1っ

て色識が近い♀

宅争 したが，建物や構，ま

ばかりで，
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接話

る充填土は 2震と単結である。
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¥
 

¥
 

¥、、

で;ま

;主審f立の下部からと部ま

り，水の浸食作用などによっ

えにくいc 出土する遣坊のほと

し，かっ完?ちに近し

る遺物が多いことからも，この遺構が人為

o 10cm 
L寸ーナ「ー十一←一一 一

Z 
/レ

Fig淘， 24 j告自大E草地区 2号壕出土遺物密(1/4) 

シ
斗
」 埋没したものと考えられる c また l号壕の堆積状況や出土遺物の状況から 1

を湛えた水濠ではなく， r空襲zjであったことがうかがえる。遺講が南東鱒ほど探い現象は，

されたことを物語ると忌われるc
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次;こ下層(l号講号潜)から出土した遺物から検討する。上記の還り，下露から出土する遺物;まそ

の上←面に註寵するものが多い。また弥生時代中期が産額約に多く，残害状況も良好である。口縁部や

密部の鼓片から器種の判断が可能な遺物辻107点あり，器擾比率は斐85点 (79.4%じ査四点、 (17~89b入

高i不;まか3点 8%)であった。下層から出土した斐口縁部で持顛朝顕を行い，その鰭数を集計し

たものがτab.ヰである C なお，持摺判断は{患のよ主遺跡誌集編Ijrv遺物J(護国・中尾2005) を

参照したc

1号濠が握部された時期は，子署から出土した翠口縁部の様椙から中期E期{須玖 I古段階〉墳と

誰i揺される O 握離された後， {豪の整欝(夜諜jが頻繁に行われたと復定すれば，下唇に含まれる中期

H 窮までの受口縁部が少ないという現象の背景となりうる。その後，中期 IV窮(須玖豆言設賠)~中

語V顛〈須玖立新設薩)の霊口縁部が急激に増える要冨に 1号講の理没を想定することができる O

なお，後期と暫;訴されるものが9点薙認されるが，これはと冨からの環入である

さらに土層(1号濠①層)から出土した遺物から検討を続ける c 上層から出土した斐口縁部も下腎

と国語iこ持期判新を行った。 Tab.4はその集計である。ーと暑から出土する霊口縁部に弥生時1t後期

の資料が存在しない現象からは， 主暑が 1号譲を再揮した設の堆護であるとは考えにくい。しかしな

がら，上層がかなりの範酉かっ深度にわたって接tltの前平を受けていることは容易に想橡されるc 今

毘出土した遺物が，上!蓄の堆種過程を明確に示しているとは言い窃れない。

京の辻遺践では，弥生時ft詰葉;こ環譲の掘削が行われ， ，tJ期後葉からql窮経末にいったん;ま埋没す

る。その後，再び、環j豪の握揺が弥生時1t後期前葉頃に行われ，後期段葉から経末にかけて再び理没す

る績向にあるとされる〔富轄2001]0 1号濠の器部および、理没も開禄の変還をたどったと夜定すれば，

と層;ま詐生時代後期前葉頃に再据揺された後に していく過程での

と誰認することができる。

なお 1号濠下層出土の斐 (Fig.20: 88) に充壊していた土壌を法語して得られた炭化坊を加速器

(AMS法)による放射性皮素4年代認定にかけたところ， 2030::t壬0年 BP(2σ の

で BC160~AD60)の年代{1藍が得られた。この警は型式的に中期E期〈彊玖立式吉段跨)の持設をも

〔

-n  

[参考文意fl
宮崎貴夫 (2001)r涼の辻遺蕗における竪定的契機についてJf西海考吉i第4号(謂海考古同人会)

後翼語

競上ロ縁

<t翼書V

中翼耳N

中葉書亙

中怒豆

中華Il1 
ノ 一-'"二二二二二二二二二二y

g 5 10 15 20 25 

Ta私 4 、連盟大原地1R1号譲出土聾怒土器口霧器時期ilq集計表
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3掴露ノ久保地区

(1) 襲査概要

ノ久器地庄は県道工事でコンクワー

ト溶壁を取り外したi際に確認されたi衰の

したものである o H17票

(2006林〕を

当時はコンク 1)ート

かったため，

できなかっ

同基本軍rf

した所であるが，

されていな

ること iJす

11言から 2層辻明器色の耕作土である 3

3層は弥生遺物邑含震で粘賓が強く，色

[2<83600 
i-< 
f唱
む3
σ3 
o 
亡〉

つ三ξ
れ3
cu 
m 
4 

O 

o 10m 
~，ー?ー「ア寸一一一一←一一寸

Fig.27 震ノ久穣地区全体密(1/400) 

;お言語主である;; 4震も弥生遺物量含震であるが 3震によとべやや明るい暗福色の急認である。 5

層は遺構の掘り込み盈iとなり，色謁;ま明褐色である o 6層は明黄色の基盤層である C

(3) 遺構

で確認された譲は断面V字を呈し，やや北関の鎮斜が援やかで左右非対称となる。遺講の充填

101高からなる。

をわずかに含む。 ;土器:裾色粘質土麗で，

長化物が迂!言 によとべ多く含まれる。

i土黒掲色粘雲土壇で炭化物

持議に炭化物をわずかに含む。ミ~i層は黒褐邑震で，

は掲灰急鈷質土層である C は培褐色土層である C

よりもやや培い暗揚色で，結震は弱くなるつ

明掲土壇である O

は呈急土で，炭化物が昆られる震は

州議話

、，
'-

寺本〕

五 (2006 

宇(なカf

るものと忠われる o H17県選議査

でこ きを薙認でき

なかったことからもこの濠が北へ

きを変えると報告した。しかし

ながら，今拐の窪認で，この濠がH 0 

J 
'y  
} を越え

て酉鱒へ廷び、る可能性が高まっ

a標高=16.0m b 

主主 x とι 与と

2 

Fig.28 原ノ久保主露呈譲土震断語呂(1 /60) 
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長崎県教育庁原の辻遺跡調査事務所，

池田大原地区 l号溝下層の放射性炭素年代測定

株式会社吉環境苛究所

はじめに

放射性炭素年代認定は，呼吸作用や食物顎思などにより生物体内に取り込まれた放射性炭素ド C)

の護震が，放射性損壊により時間とともに減少することを利吊した年代認定法であるつ退去の大気中

していることから，年輪年代学などの成果を利思し

た較豆島譲により 14C年代から欝年代に換算する必要がある C

の C濃度は一定ではなく，年代1u貨の算出に

2.試料と方法

!地自大京地区 1

acidi必kali/acid:駿←アルカリ

AJ¥llS :加速器質量分析丘二 (Acce!erato主主主assSpectrornetry) 

Ca1endar Age 

( 2σ: 95%確率， 1 (j : 68%確率〉

j交点:CalBC40 

1 2σ: Cal BC160~ AD60 
1 (j : Cal BC60~ ADIO 

， AD:紀元後

3室部定結果

32L司止2斗J4Z
-2050:i::40 ぉ 32030:i::40

BP : Before Physics (1切符nt)，Cal: Calibrated， BC: 

未需正14C年代)
 

-(
 

Cの半減期辻5730C比から，単結に現在 (AD1950年〉から河年前かを許算した

年とされているが，国際的慣簡によち Libbyの5568年を用いて計算している C

デJ"タ
(2) 613C灘定鍾

試料の

しこの龍は標準物質 (PDB)C C止を議正するための決素安定問{立体よと試料の定14C

の関{立体立からの千分毎差 (7ω で表すむ試料の δC1哀を -25柄。)に諜準fとすることで毘f立体分

iJlj効果を捕正するc

日C年代

認定憶により j言lf立体分担効果を諸i主Lて葬出した年代c 屡年代較正にはこの年{古車を{吏用す

-39-

(3) 

ヘ。
る。



(4) 麿年ft(Calendar Age) 

おC年代を実警の年代(暦年代)に近づけるに辻，過去の宇宙線強度の変動などによる大気中 C

度の変動およびHCの半減需の違いを較正する必要がある c 較正には，年代読知の樹木年輪の Cの詳

娼な定鐙およびサンゴのむ/百1 (ウラン/ト 1)ウム1年代と年代の比較により作成された

畠穣を使用した。 IntCal04では BC24050年ま ある タは BC10450年

会
J
事 C 

暦年代の交点iえよ4C年代{車と較正由競との交点の壁年代値を示し， 1σ(68%確率)と 2σ

謹率)は.年i-tfl室の編差の幅を較正出隷に投影した暦年A代の轄を示す。したがって，複数の交点

や譲数の 1σ ・ 2σf産が表記される場合もある c

4屋高 克

加速器費量分析i去 (AMSi去)による投射性長素年ftis，Ij定の結果，地田大原地区 1号溝下層の定化

物では， 2030土幼年 BP(2σ の暦年代で BC160~AD60年〉の年ít1í産が得られた。

[文献}

Paula J Reimer et昌し (2004)IntCal 04 Terrestrial radiocarbon age ca1ibration， 26-0 ka BP. Radiocarbon 46宅 1029-1058.

尾寄大真 (2005)INTCAL98から IntCal04へ.学術部成研究費弥生農耕の起諒と東アジアNo.3 長去年代測

定による高精震編年体系の講築一， p.14-15. 

中村俊夫(1999)投射性炭素法.考古学のための年代測定学入門専古今書提， p.1-36. 
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